
 

●施設の風水害時の災害リスク
 

※１ 「茅ヶ崎市洪水（想定最大規模降雨 相模川版）・土砂災害ハザードマップ」（平成３０年２月発行）より

※２ 「茅ヶ崎市洪水ハザードマップ（小出川・千ノ川・駒寄川および内水版）」（平成２０年３月発行）より

●位置図　

●小出川、千の川　※２

【住所】茅ヶ崎市浜之郷90番地　【最寄り】「円蔵バス停下車」　徒歩15分

R2.7.29

茅ヶ崎市　避難所ガイド（風水害）

浜之郷小学校　編

１.０ｍ～３.０ｍ未満

１日以上３日未満
あり

①洪水による浸水のおそれ

●相模川　※１

想定浸水深

想定浸水継続時間

０.５ｍ～１.０ｍ未満

－

－

想定浸水深

③土砂災害のおそれ　※１

あり

－

想定浸水継続時間

分類

②洪水による浸水のおそれ

※ 鶴嶺小学校、梅田小学校、柳島小学校、今宿小学校、浜之郷小学校、梅田中学校、

中島中学校、萩園中学校

浸水区域内にある避難所開設の考え方

避難所（小・中学校）

洪水による

浸水のリスクが

ある避難所

鶴嶺小

香川小

梅田中

茅ヶ崎小

梅田小

円蔵小

鶴嶺中萩園中

室田小

松林中

浜須賀中

松林小

円蔵中

鶴が台小

鶴が台中

今宿小

浜之郷小

救助まで孤立化の

危険性が高い

原則として、浸水想定区域外へ立ち退き避難

※切迫した状況や緊急時のやむを得ない状況を除く
洪水による浸水の

危険性がある

浸水想定区域内の避難所（※）は、区域外に避難する時間的余裕がない場合の

緊急避難（垂直避難）する場所 です。
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●避難受入れ状況一覧

●開設する出入口と避難の動線 ※ 開設時の状況により、各出入口が変更となる場合があります。

浜之郷小学校

持ってきてほしいもの
避難する時には、上ばきやマスク、飲み物など、P４の「持ち物の
準備」を参考に、各自必要な物を可能な限り持参してください。

車での避難は禁止となります。車 で の 避 難

ペ ッ ト 必ずケージを持参

バリアフリー トイレ
（教室棟北、1F・2F・3F）、（体育館）、各１個

障がい者、妊産婦、乳幼児、
外国人などの要配慮者

避難スペース 浸水のおそれがあるため、原則として１階は開設しません。

開設からの避難者の状況などにより、
要配慮者向けの避難スペースを確保していきます。

備　考

※ 施設内バリアフリー、エレベーターについては、原則対応できません。

R2.7.29

学校敷地の

出入口

人 動線
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●避難所施設（学校）の配置図

R2.7.29浜之郷小学校

開設場所や開設順序については、体育館、特別教室、普通教室など、
以下の状況を考慮して、具体的な場所や順序を決めていきます。

　・生徒の在学状況や各教室の使用状況
　・浸水想定区域内もしくは区域外
　・感染症対策　など

… 開設に適さない場所
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□ 水・食料（箸など含む） □ 救急用品 □ マスク

□ コップ □ タオル □ 手指消毒用アルコール

□ 衣類・下着 □ ブランケット □ 石けん・ハンドソープ

□ レインウェア □ 軍手 □ 除菌シート

□ うわばき □ 洗面用具 □ ウェットティッシュ

□ 下足いれ □ 歯ブラシ・マウスウォッシュ □ 体温計

□ 懐中電灯（手動充電式が便利） □ 防災用ヘルメット・ずきん

□ 携帯ラジオ（手動充電式が便利） □ ペン・ノート

□ 予備電池・携帯充電器 □ ポリ袋

□ 貴重品 □ 

□ ミルク □ 抱っこ紐 □ 生理用品 □ 大人用紙おむつ

□ 哺乳瓶 □ 離乳食 □ 中身の見えないゴミ袋 □ 杖　　□ 補聴器

□ 携帯用の食器 □ おしりふき □ 防犯ブザー／ホイッスル □ 入れ歯（洗浄剤含む）

□ うわばき □ □ □ 持病の薬

□ 紙おむつ □ □ □ お薬手帳

R2.7.29浜之郷小学校

～ 持 ち 物 の 準 備 ～

～ 避 難 前 に 確 認 ～

浸水想定区域内は原則として

区域外への避難が必要ですが、

下記の場合は自宅に留まり安

全確保することも可能です。

①洪水により家屋が倒壊又は

崩落してしまうおそれの低い

場所である

②浸水する深さよりも高い

ところにいる

③浸水しても水がひくまで生活

できる、水・食料などの備え

が十分にある

持ち物の一例 感染症へのそなえ

子どもがいる家庭のそなえ 女性のそなえ 高齢者がいる家庭のそなえ
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